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「
鎌
倉
府
の
支
配
体
制
と
権
力
構
造
」
概
要 
植
田 
真
平 
   
序
章
「
南
北
朝
・
室
町
期
東
国
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」
で
は
、
中
世
後
期
東
国
史
の
研
究
史
を
、
特
に
鎌
倉
府
研
究
を
中
心
に
整
理
し
、
本
論
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
提
示
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
来
、
着
実
な
進
展
を
見
せ
て
い
る
南
北
朝
・
室
町
期
東
国
史
研
究
は
、
年
代
ご
と
に
異
な
る
テ
ー
マ
や
課
題
が
議
論
の
中
心
と
な
り
、
前
年
代
を
ふ
ま
え
て
段
階
的
に
進
展
し
て
い
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
東
国
の
内
的
動
向
と
対
中
央
関
係
の
二
つ
の
議
論
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
、
事
件
・
内
乱
史
を
中
心
と
す
る
鎌
倉
府
と
東
国
大
名
間
の
支
配
構
造
や
政
治
的
関
係
、
東
国
内
外
の
連
関
の
解
明
。
こ
れ
ら
を
中
心
に
東
国
史
研
究
は
今
日
の
新
た
な
展
開
を
迎
え
て
い
る
。 
 
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
指
摘
さ
れ
る
現
在
の
研
究
史
上
の
課
題
は
、
事
件
・
内
乱
ば
か
り
で
な
く
東
国
の
平
時
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
政
治
史
・
政
局
史
に
偏
重
せ
ず
様
々
な
視
点
か
ら
東
国
史
を
論
じ
る
こ
と
、
戦
国
期
と
の
連
続
・
断
絶
を
意
識
し
て
室
町
期
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
上
で
鎌
倉
府
研
究
で
は
、
足
利
・
上
杉
氏
の
み
で
な
く
鎌
倉
府
の
権
力
構
造
を
実
態
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
東
国
大
名
だ
け
で
な
く
国
人
・
一
揆
・
奉
公
衆
等
中
小
領
主
層
を
支
配
体
制
に
位
置
付
け
る
こ
と
、
武
家
領
主
に
限
ら
ず
、
東
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
「
鎌
倉
府
体
制
」
と
の
関
連
の
う
え
で
考
え
る
こ
と
が
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。 
 
以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
本
論
で
は
支
配
体
制
と
権
力
構
造
の
二
点
か
ら
鎌
倉
府
の
解
明
に
迫
る
こ
と
と
し
た
。
守
護
や
そ
の
他
の
東
国
大
名
、
国
人
、
奉
公
衆
・
奉
行
人
が
鎌
倉
府
の
東
国
支
配
に
如
何
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
鎌
倉
府
権
力
は
如
何
な
る
存
在
に
支
え
ら
れ
、
運
営
さ
れ
て
い
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
特
質
と
展
開
・
変
容
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
中
世
後
期
東
国
史
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。 
 
第
一
部
「
鎌
倉
府
の
支
配
体
制
」
で
は
、
鎌
倉
府
の
支
配
体
制
の
構
造
と
そ
の
展
開
に
つ
い
て
、
東
国
地
域
社
会
の
動
向
を
含
め
て
論
じ
た
。
鎌
倉
府
の
支
配
体
制
は
鎌
倉
府
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
な
体
制
と
し
て
成
立
、
展
開
し
た
の
で
は
な
く
、
常
に
地
域
社
会
の
動
向
と
相
互
に
反
応
し
合
い
な
が
ら
展
開
し
た
の
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で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
社
会
矛
盾
が
萌
芽
し
、
地
域
社
会
に
紛
争
を
惹
起
し
て
、
鎌
倉
府
上
層
部
や
東
国
大
名
・
国
人
等
と
の
政
治
的
対
立
と
絡
み
な
が
ら
内
乱
を
引
き
起
こ
し
、
最
終
的
に
は
そ
の
内
乱
が
鎌
倉
府
自
体
を
滅
ぼ
す
に
至
る
。 
 
第
一
章
「
公
方
足
利
基
氏
期
鎌
倉
府
の
支
配
体
制
」
で
は
、
観
応
の
擾
乱
後
、
足
利
尊
氏
が
東
国
に
構
築
し
た
「
薩
埵
山
体
制
」
の
基
本
的
性
格
と
そ
の
展
開
・
崩
壊
過
程
を
、
遵
行
事
例
の
分
析
を
ま
じ
え
て
明
ら
か
に
し
た
。「
薩
埵
山
体
制
」
は
、
足
利
氏
一
門
・
譜
代
被
官
と
東
国
武
士
の
双
方
に
一
体
的
に
支
え
ら
れ
た
体
制
で
あ
っ
た
が
、
ど
ち
ら
も
南
関
東
を
基
盤
と
す
る
こ
と
か
ら
、
地
域
社
会
に
お
い
て
両
者
間
に
競
合
関
係
が
生
じ
、
や
が
て
鎌
倉
府
内
部
の
政
治
的
対
立
に
発
展
し
た
。
従
来
、
旧
尊
氏
党
と
旧
直
義
党
の
対
立
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
畠
山
国
清
の
乱
や
上
杉
憲
顕
の
復
権
は
、
実
際
に
は
足
利
氏
一
門
・
譜
代
被
官
と
東
国
武
士
の
対
立
と
し
て
進
行
し
た
の
で
あ
る
。 
 
そ
し
て
、「
薩
埵
山
体
制
」
の
崩
壊
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
憲
顕
の
復
権
の
後
も
、
一
門
・
譜
代
被
官
と
東
国
武
士
が
鎌
倉
府
を
支
え
る
と
い
う
同
体
制
の
特
質
が
、
対
立
を
孕
み
つ
つ
も
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
、
こ
れ
を
「
〝
末
期
〟
薩
埵
山
体
制
」
と
位
置
付
け
た
。
こ
の
最
終
的
な
崩
壊
は
、
鎌
倉
公
方
足
利
基
氏
没
直
後
の
宇
都
宮
氏
綱
・
武
蔵
平
一
揆
の
蜂
起
と
鎮
圧
を
待
つ
こ
と
と
な
る
。 
 
第
二
章
「
公
方
足
利
氏
満
・
満
兼
期
鎌
倉
府
の
支
配
体
制
」
で
は
、
公
方
足
利
氏
満
・
満
兼
期
の
東
国
の
遵
行
事
例
を
分
析
し
、
南
北
朝
・
室
町
期
東
国
社
会
を
規
定
し
た
「
鎌
倉
府
体
制
」
の
成
立
と
展
開
を
論
じ
た
。
宇
都
宮
氏
綱
・
武
蔵
平
一
揆
の
乱
後
、
鎌
倉
府
内
部
で
は
東
国
武
士
に
対
す
る
足
利
氏
一
門
・
譜
代
被
官
の
優
位
が
確
定
し
、
東
国
に
強
権
的
・
排
他
的
な
鎌
倉
府
の
支
配
が
展
開
さ
れ
た
。
一
門
・
譜
代
被
官
系
の
奉
公
衆
や
奉
行
人
が
、
東
国
武
士
を
排
除
し
な
が
ら
地
域
社
会
に
入
り
込
み
、
鎌
倉
府
権
力
に
よ
る
新
た
な
地
域
秩
序
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、
こ
う
し
た
動
向
は
東
国
在
来
の
領
主
層
（
東
国
武
士
）
の
み
な
ら
ず
、
百
姓
も
含
め
た
東
国
社
会
全
体
の
反
発
を
招
き
、
多
く
の
紛
争
を
誘
発
さ
せ
た
。
小
山
義
政
・
若
犬
丸
の
乱
は
、
こ
れ
ら
の
反
鎌
倉
府
闘
争
の
ピ
ー
ク
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。 
 
そ
し
て
、
若
犬
丸
の
挙
兵
に
よ
る
下
野
守
護
代
木
戸
氏
（
譜
代
被
官
系
奉
公
衆
出
身
）
の
敗
退
は
、
強
権
的
・
排
他
的
な
鎌
倉
府
の
支
配
の
脆
弱
性
を
露
呈
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、一
三
八
〇
年
代
半
ば
を
境
に
、
鎌
倉
府
の
東
国
支
配
は
、
東
国
武
士
・
東
国
社
会
を
取
り
込
ん
だ
か
た
ち
の
も
の
へ
徐
々
に
転
換
し
て
ゆ
く
。
そ
う
し
た
過
程
で
、
鎌
倉
府
の
権
力
基
盤
（
奉
公
衆
・
御
料
所
）
や
身
分
秩
序
・
礼
的
秩
序
の
再
編
も
進
め
ら
れ
、
十
四
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
初
頭
に
、
鎌
倉
府
は
東
国
を
支
配
基
盤
と
し
、
東
国
に
独
自
の
支
配
秩
序
を
有
し
た
「
東
国
政
権
」
へ
と
脱
皮
、
成
長
を
遂
げ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
鎌
倉
府
体
制
」
の
成
立
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。 
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し
か
し
、
そ
の
体
制
が
地
域
社
会
の
矛
盾
が
止
揚
さ
れ
な
い
ま
ま
成
立
し
、
公
方
や
上
杉
氏
の
権
力
編
成
が
各
個
に
東
国
武
士
や
地
域
社
会
に
及
ん
だ
た
め
に
、
地
域
社
会
の
矛
盾
が
鎌
倉
府
上
層
部
へ
直
接
結
び
つ
い
て
い
っ
た
。
や
が
て
蓄
積
し
た
矛
盾
は
、
応
永
二
十
三
年
（
一
四
一
六
）、
上
杉
禅
秀
の
乱
と
し
て
爆
発
す
る
。 
 
第
三
章
「
上
杉
禅
秀
の
乱
の
実
像
と
意
義
」
で
は
、
そ
の
上
杉
禅
秀
の
乱
に
つ
い
て
、
勃
発
か
ら
終
息
ま
で
の
過
程
と
、
禅
秀
方
・
公
方
足
利
持
氏
方
双
方
の
構
成
、
お
よ
び
公
方
持
氏
と
室
町
幕
府
の
対
応
と
認
識
の
差
か
ら
、
同
乱
の
実
像
を
探
り
、
社
会
的
な
位
置
・
意
義
を
考
察
し
た
。
従
来
、
禅
秀
方
・
持
氏
方
の
構
成
に
は
党
派
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
一
次
史
料
を
も
と
に
観
察
す
る
と
、
双
方
に
特
定
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
や
階
層
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
さ
し
く
禅
秀
の
乱
が
東
国
と
鎌
倉
府
を
二
分
す
る
内
乱
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
さ
ら
に
、
禅
秀
政
権
が
三
ヶ
月
近
く
の
間
、
鎌
倉
府
を
運
営
し
、
数
度
に
わ
た
っ
て
持
氏
方
の
攻
撃
を
押
し
返
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
禅
秀
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
一
程
度
成
功
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
室
町
幕
府
の
持
氏
支
持
の
決
定
に
多
く
の
東
国
武
士
が
従
い
、
禅
秀
ク
ー
デ
タ
ー
政
権
は
打
倒
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 
 
禅
秀
の
乱
と
同
時
に
将
軍
連
枝
足
利
義
嗣
の
出
奔
事
件
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
幕
府
は
、
禅
秀
に
擁
立
さ
れ
た
鎌
倉
公
方
連
枝
の
存
在
を
重
く
見
、
嫡
庶
秩
序
の
危
機
を
見
出
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
鎌
倉
府
権
力
基
盤
の
分
裂
と
崩
壊
に
直
面
し
た
公
方
持
氏
は
、
そ
の
再
建
の
た
め
に
強
権
的
な
支
配
に
傾
い
て
い
っ
た
。
こ
の
認
識
の
相
違
が
、
そ
の
後
の
両
者
の
動
向
に
大
き
な
ず
れ
を
生
じ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
同
乱
に
よ
り
地
域
社
会
秩
序
の
流
動
化
が
進
ん
だ
東
国
社
会
で
は
、
同
乱
収
束
に
幕
府
権
威
・
権
力
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
乱
後
の
社
会
再
編
の
軸
と
し
て
幕
府
の
存
在
価
値
が
高
ま
り
、
や
が
て
鎌
倉
府
・
鎌
倉
公
方
を
相
対
化
す
る
存
在
と
な
っ
て
い
っ
た
。
か
く
し
て
、
応
永
二
十
年
代
後
半
以
降
、
永
享
の
乱
に
至
る
ま
で
の
両
府
対
立
の
絡
ん
だ
東
国
内
乱
が
展
開
し
て
い
く
。 
 
第
四
章
「
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
の
北
関
東
支
配
」
で
は
、
応
永
末
期
か
ら
永
享
期
に
鎌
倉
府
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
鹿
嶋
社
造
営
事
業
と
そ
の
関
係
者
の
動
向
か
ら
、
常
陸
国
を
中
心
に
、
禅
秀
の
乱
後
の
公
方
持
氏
に
よ
る
強
権
的
な
支
配
、
い
わ
ゆ
る
公
方
専
制
体
制
の
構
造
と
性
質
を
解
明
し
た
。
鹿
嶋
社
造
営
事
業
で
は
、
応
永
末
期
に
常
陸
国
内
で
使
節
遵
行
や
国
人
の
取
次
を
つ
と
め
て
い
た
有
力
国
人
が
、
事
業
の
中
心
を
担
う
国
奉
行
を
つ
と
め
、
現
地
調
査
や
要
脚
の
徴
収
に
あ
た
っ
た
。
公
方
派
有
力
国
人
を
国
内
に
配
置
し
、
使
節
遵
行
や
臨
時
課
役
の
徴
収
を
行
わ
せ
る
こ
と
で
、
鎌
倉
府
は
権
力
基
盤
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
軍
事
面
で
は
一
門
・
譜
代
被
官
系
の
奉
公
衆
が
国
人
を
統
率
し
、
軍
事
力
を
反
鎌
倉
府
派
討
伐
に
投
入
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
構
造
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
府
は
、
応
永
後
期
以
降
の
内
乱
で
秩
序
の
流
動
化
し
て
い
た
地
域
社
会
を
再
編
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
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し
か
し
、
こ
の
再
編
の
軸
と
な
っ
て
い
た
鎌
倉
府
権
力
が
、
中
小
領
主
層
の
要
求
に
よ
っ
て
公
方
と
上
杉
氏
の
二
つ
に
徐
々
に
分
化
し
、
互
い
に
相
対
化
し
つ
つ
さ
ら
に
再
編
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
地
域
社
会
に
両
軸
の
間
で
矛
盾
が
生
ま
れ
、
新
た
な
対
立
を
惹
起
す
る
可
能
性
が
生
じ
た
。
や
が
て
、
鎌
倉
府
の
権
力
基
盤
は
分
裂
し
、
公
方
と
上
杉
氏
を
突
き
上
げ
て
、
永
享
の
乱
と
し
て
鎌
倉
府
の
内
部
崩
壊
を
招
く
の
で
あ
る
。 
 
第
二
部
「
鎌
倉
府
の
権
力
構
造
」
で
は
、
上
杉
氏
・
公
方
近
臣
・
奉
行
人
・
在
鎌
倉
武
士
の
各
面
か
ら
鎌
倉
府
の
権
力
構
造
に
迫
り
、
そ
の
成
立
・
展
開
・
変
容
過
程
に
つ
い
て
論
じ
た
。
鎌
倉
府
は
、
鎌
倉
幕
府
の
諸
側
面
を
継
承
し
つ
つ
、
室
町
期
独
自
の
展
開
を
遂
げ
た
政
権
で
あ
り
、
単
に
鎌
倉
幕
府
の
後
継
と
も
室
町
幕
府
の
出
先
機
関
と
も
い
い
き
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
鎌
倉
府
を
東
国
に
無
二
の
政
治
権
力
た
ら
し
め
て
い
た
公
権
力
性
と
「
国
堺
」
秩
序
を
、
鎌
倉
公
方
自
ら
破
壊
、
喪
失
す
る
こ
と
で
、
鎌
倉
府
は
崩
壊
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
第
五
章
「
南
北
朝
・
室
町
期
の
都
市
鎌
倉
と
東
国
武
士
」
で
は
、
南
北
朝
・
室
町
期
の
都
市
鎌
倉
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
東
国
武
士
の
在
鎌
倉
と
鎌
倉
府
に
よ
る
都
市
支
配
の
二
点
か
ら
論
じ
た
。
東
国
武
士
は
鎌
倉
期
以
来
の
在
鎌
倉
活
動
を
継
承
し
て
お
り
、
鎌
倉
府
は
そ
れ
を
軍
事
的
・
経
済
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
権
力
基
盤
に
組
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
軍
事
面
で
は
、
在
鎌
倉
武
士
を
直
轄
軍
と
し
て
編
制
し
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
十
四
世
紀
末
に
鎌
倉
府
の
軍
事
編
制
の
基
本
的
な
形
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
経
済
面
で
は
、
在
鎌
倉
武
士
に
面
付
銭
を
賦
課
す
る
一
方
、
間
別
銭
や
酒
壺
銭
に
よ
っ
て
都
市
経
済
そ
の
も
の
を
経
済
基
盤
と
し
た
。
南
北
朝
・
室
町
期
の
鎌
倉
は
、
政
治
・
経
済
都
市
で
あ
り
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
鎌
倉
府
の
都
市
支
配
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
北
朝
・
室
町
期
的
な
都
市
鎌
倉
の
あ
り
方
は
、
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
に
よ
っ
て
激
変
し
た
都
市
構
造
が
、
不
変
的
な
東
国
武
士
の
在
鎌
倉
活
動
や
鎌
倉
寺
社
の
存
在
を
前
提
に
、
鎌
倉
府
の
下
で
再
編
さ
れ
る
こ
と
で
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
第
六
章
「
鎌
倉
府
奉
行
人
の
基
礎
的
研
究
」
で
は
、
鎌
倉
府
奉
行
人
の
総
体
的
な
検
出
と
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
ず
、
鎌
倉
府
の
職
制
構
造
と
奉
行
人
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
し
た
。
鎌
倉
府
に
従
属
す
る
武
家
は
、
外
様
と
奉
公
中
に
大
別
さ
れ
、
奉
公
中
は
さ
ら
に
、
奉
公
衆
と
奉
行
人
に
区
分
さ
れ
る
。
奉
公
衆
に
は
宿
老
・
若
党
の
区
別
が
あ
り
、
宿
老
の
う
ち
鎌
倉
期
以
来
の
吏
僚
系
一
族
の
出
身
者
が
、
政
所
執
事
・
問
注
所
執
事
・
評
定
奉
行
等
を
つ
と
め
、
政
所
寄
人
や
引
付
衆
な
ど
を
構
成
し
た
奉
行
人
を
統
率
し
た
。 
 
建
武
政
権
下
の
鎌
倉
将
軍
府
で
、
旧
鎌
倉
幕
府
の
吏
僚
組
織
は
解
体
さ
れ
る
が
、
続
く
足
利
政
権
下
の
初
期
鎌
倉
府
で
は
、
鎌
倉
幕
府
の
吏
僚
層
を
継
承
し
つ
つ
、
徐
々
に
吏
僚
組
織
の
整
備
・
拡
充
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
は
南
北
朝
内
乱
の
動
向
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
京
都
の
幕
府
と
の
間
で
双
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方
向
的
な
人
員
の
移
動
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
鎌
倉
府
が
室
町
幕
府
に
よ
っ
て
一
方
的
に
設
置
さ
れ
た
出
先
機
関
で
は
な
く
、
一
体
的
に
成
立
し
た
政
権
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
 
そ
う
し
た
奉
行
人
も
、
観
応
の
擾
乱
後
に
は
東
西
の
所
属
の
固
定
化
が
進
み
、
十
四
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
初
頭
の
「
鎌
倉
府
体
制
」
の
成
熟
と
と
も
に
、
鎌
倉
府
奉
行
人
は
構
成
氏
族
の
淘
汰
や
文
筆
系
職
務
の
専
掌
化
が
進
行
し
て
、
礼
的
秩
序
上
の
奉
行
人
の
地
位
も
定
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
第
七
章
「
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
の
近
臣
と
公
方
権
力
」
で
は
、
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
期
に
お
け
る
公
方
近
臣
の
活
動
か
ら
、
持
氏
期
鎌
倉
府
の
権
力
構
造
と
公
方
専
制
体
制
の
特
質
を
検
討
し
た
。
人
員
不
足
が
深
刻
で
あ
っ
た
上
杉
禅
秀
の
乱
後
の
鎌
倉
府
に
お
い
て
、
そ
の
空
白
を
補
完
す
る
た
め
、
公
方
近
臣
が
登
用
さ
れ
、
あ
る
い
は
上
杉
家
奉
行
人
や
上
杉
家
庶
流
が
呼
び
込
ま
れ
て
、
鎌
倉
府
の
諸
方
面
で
の
活
動
を
開
始
し
た
。
登
用
さ
れ
た
公
方
近
臣
は
、
そ
の
活
動
か
ら
〝
守
護
・
大
将
型
近
臣
〟
と
〝
奉
行
・
奏
者
型
近
臣
〟
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
東
管
領
上
杉
氏
の
職
務
を
補
完
す
る
形
で
活
動
し
た
。
や
が
て
、
関
東
管
領
山
内
上
杉
憲
実
の
成
長
に
と
も
な
っ
て
、公
方
近
臣
の
多
く
は
活
動
を
縮
小
さ
せ
る
と
は
い
え
、
公
方
近
臣
と
上
杉
氏
と
の
基
本
的
な
関
係
は
、
補
完
的
か
つ
共
存
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。
公
方
近
臣
の
登
用
自
体
は
鎌
倉
府
体
制
の
枞
組
み
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
、
対
幕
府
・
対
京
都
扶
持
衆
政
策
の
不
一
致
が
鎌
倉
府
内
部
に
政
治
的
な
対
立
を
生
み
、
鎌
倉
の
都
市
領
主
と
し
て
の
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
た
公
方
近
臣
の
多
く
は
、
永
享
の
乱
で
滅
亡
・
没
落
し
た
の
で
あ
る
。 
 
第
八
章
「
鎌
倉
・
古
河
公
方
足
利
成
氏
の
近
臣
と
公
方
権
力
」
で
は
、
第
七
章
に
続
く
永
享
の
乱
後
の
公
方
空
位
期
と
公
方
成
氏
期
に
お
け
る
鎌
倉
府
・
古
河
公
方
の
権
力
構
造
と
そ
の
変
容
に
つ
い
て
、
公
方
近
臣
・
近
習
の
活
動
か
ら
検
討
し
た
。
永
享
の
乱
で
公
方
近
臣
や
そ
の
他
の
在
鎌
倉
奉
公
衆
の
多
く
が
滅
亡
・
没
落
し
た
こ
と
で
、
公
方
空
位
期
の
鎌
倉
府
の
吏
僚
組
織
は
機
能
不
全
の
状
態
に
陥
っ
た
が
、
公
方
成
氏
の
鎌
倉
復
帰
に
と
も
な
い
、
旧
公
方
近
臣
等
が
参
集
し
、
徐
々
に
再
整
備
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
永
享
の
乱
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
て
い
た
旧
持
氏
近
臣
や
吏
僚
系
の
奉
公
衆
は
、
公
方
成
氏
の
復
帰
運
動
や
そ
の
後
の
再
建
鎌
倉
府
に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
新
た
に
勃
興
し
た
在
国
奉
公
衆
出
身
の
成
氏
近
習
に
、
権
力
中
枢
の
座
を
明
け
渡
す
こ
と
と
な
っ
た
。 
 
享
徳
の
乱
の
過
程
で
成
立
し
た
古
河
公
方
権
力
は
、
鎌
倉
府
の
ご
と
き
整
備
さ
れ
た
吏
僚
組
織
を
持
た
ず
、
公
方
近
習
を
中
心
と
す
る
体
制
に
移
行
し
た
。
旧
吏
僚
層
は
公
方
近
習
に
転
化
す
る
こ
と
で
、
権
力
中
枢
で
の
生
存
を
図
っ
た
が
、
そ
の
近
習
組
織
は
鎌
倉
府
段
階
の
吏
僚
組
織
に
比
べ
て
甚
だ
無
規
律
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
古
河
公
方
体
制
の
構
造
は
、
公
方
近
習
を
内
円
に
、
近
習
的
性
格
を
具
有
し
た
近
隣
地
域
領
主
を
そ
の
す
ぐ
周
辺
に
、
そ
の
外
円
に
軍
事
的
に
古
河
公
方
を
支
え
る
領
主
層
を
配
置
す
る
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も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
公
方
権
力
は
鎌
倉
府
段
階
以
来
の
東
国
の
公
権
力
と
し
て
の
性
格
を
失
い
、
領
域
的
な
一
地
域
権
力
へ
と
変
容
し
た
の
で
あ
る
。 
 
し
か
し
、
そ
う
し
た
古
河
公
方
権
力
内
部
の
旧
吏
僚
系
近
習
も
、
東
国
社
会
に
お
い
て
、
儀
礼
的
に
は
「
奉
行
」
と
し
て
の
位
置
付
け
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
戦
国
期
の
古
河
公
方
足
利
氏
・
関
東
管
領
上
杉
氏
と
そ
の
他
の
東
国
領
主
層
を
規
定
し
た
「
公
方
―
管
領
体
制
」
は
、
古
河
公
方
権
力
内
部
の
旧
吏
僚
系
近
習
を
も
規
定
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
第
九
章
「
都
鄙
関
係
と
上
杉
氏
」
で
は
、
都
鄙
間
を
ま
た
い
だ
山
内
・
越
後
両
上
杉
氏
の
一
族
結
合
を
分
析
し
、
室
町
期
の
上
杉
氏
を
介
し
た
両
府
関
係
を
論
じ
た
。
貞
治
年
間
の
上
杉
憲
顕
の
復
帰
が
、
室
町
幕
府
・
鎌
倉
府
間
で
段
階
的
に
な
さ
れ
た
た
め
、
上
杉
氏
は
両
府
に
両
属
的
な
性
格
を
持
つ
に
至
り
、
両
府
管
轄
国
を
ま
た
ぐ
一
族
結
合
が
室
町
・
戦
国
期
ま
で
維
持
さ
れ
た
。
山
内
・
越
後
両
上
杉
氏
間
で
は
、
常
に
一
族
の
後
見
的
な
立
場
の
人
物
が
求
め
ら
れ
つ
つ
、
結
合
・
統
合
が
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
応
永
後
期
以
降
、
両
府
関
係
が
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
な
か
で
、
両
府
管
轄
国
の
「
国
堺
」
に
ま
た
が
る
両
上
杉
氏
の
位
置
付
け
は
重
要
度
を
増
し
、
幕
府
の
対
東
国
統
制
回
路
の
要
と
な
っ
て
い
た
。
山
内
上
杉
氏
と
越
後
国
の
関
係
は
、
両
府
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
両
上
杉
氏
の
安
定
的
な
関
係
が
な
け
れ
ば
、
両
府
関
係
の
安
定
は
見
込
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
関
係
に
つ
け
入
る
よ
う
に
し
て
、
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
は
山
内
上
杉
憲
実
の
合
力
を
名
目
に
、
幕
府
管
轄
国
で
あ
る
越
後
国
へ
の
出
兵
を
企
図
し
、「
国
堺
」
の
秩
序
を
乱
す
に
至
っ
た
。
こ
の
、
幕
府
の
対
東
国
統
制
回
路
の
逆
流
に
よ
る
「
国
堺
」
の
ほ
こ
ろ
び
は
、
鎌
倉
府
に
よ
る
幕
府
管
轄
国
駿
河
・
信
濃
へ
の
政
治
・
軍
事
干
渉
に
よ
っ
て
拡
げ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
幕
府
に
よ
る
東
国
へ
の
積
極
的
な
軍
事
介
入
を
招
き
、
永
享
の
乱
・
結
城
合
戦
・
享
徳
の
乱
へ
の
幕
府
の
派
兵
の
糸
口
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
終
章
「
鎌
倉
府
と
中
世
後
期
東
国
政
権
論
」
で
は
、
本
論
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
鎌
倉
府
と
は
何
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
い
に
、
中
世
後
期
の
東
国
政
権
論
か
ら
論
究
し
た
。
鎌
倉
府
は
、
鎌
倉
幕
府
以
来
の
東
国
固
有
の
鎌
倉
期
的
秩
序
と
、
室
町
幕
府
を
中
心
と
す
る
室
町
期
的
秩
序
の
交
差
す
る
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
政
権
で
あ
り
、
東
国
社
会
の
動
向
と
相
互
に
即
応
す
る
な
か
で
、
矛
盾
を
抱
え
つ
つ
も
支
配
体
制
を
構
築
し
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
そ
の
鎌
倉
府
は
、
東
国
社
会
が
鎌
倉
幕
府
に
か
わ
る
東
国
武
家
政
権
の
存
在
を
希
求
し
、
受
容
し
た
素
地
、
足
利
政
権
に
お
け
る
東
国
政
庁
の
必
要
性
、
鎌
倉
府
の
東
国
政
権
（
鎌
倉
幕
府
の
後
継
者
）
た
る
自
己
認
識
と
社
会
認
識
、
東
国
内
乱
・
紛
争
の
解
決
に
よ
る
鎌
倉
府
権
力
の
形
成
と
既
成
事
実
化
の
諸
条
件
・
諸
過
程
を
経
て
、
自
立
的
な
東
国
政
権
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
室
町
期
の
全
国
的
な
支
配
秩
序
の
一
端
を
担
い
つ
つ
も
、
完
全
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
鎌
倉
期
以
来
の
東
国
固
有
の
秩
序
を
独
自
に
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再
編
、
保
持
し
て
い
た
と
い
う
特
性
に
、
鎌
倉
府
を
主
題
と
す
る
中
世
後
期
東
国
政
権
論
を
論
じ
る
積
極
的
な
意
義
を
見
出
し
た
。 
